チームカンファレンス記録
	Ａ.Ｏ.Ｍ
	Ｓ.Ｇ.Ｍ

	
	





令和7年8月28日（木）　　　 　　　　　　　　　　司会・記録：風間　康大
	加藤
	松橋
	川瀬
	見上
	澤田
	本川
	織田
	風間
	山本

	○
	深
	外来
	　準
	○
	深
	準
	○
	　○

	小山
	大久保
	大矢
	土橋
	北向
	中村
	阿部
	ヤンジ
	ｾﾌﾟﾃｨｱ

	○
	　休
	休
	○
	○
	遅B
	休
	深
	休

	加賀
	エリカ
	イマ
	リタ
	ラクシミ
	小林
	小澤
	笠原
	石戸谷

	○
	　欠
	　準
	早A
	業務　
	休
	業務
	業務
	○



＜連絡事項＞
・病棟に届いた郵便物は患者様と一緒に開封。必要時、後見人やワーカーに報告して下さい。

＜ユニット移動＞
・なし。

＜患者様連絡事項＞
・寺井　のり子様～朝方から発熱ありアンヒバ使用した事主治医に報告。経管栄養中止、点滴2本処方となる。

・小林　榮子様～8/29から決め打ちのランタス6E→8E指示あり。

＜皮膚科Dr.診療情報＞

・木村　礼子様～足内側に4×3㎝の表皮剥離局面。テラマイシン軟膏+モイスキンパッド。テラマイシン軟膏1本処方
・立場　哲子様～両足爪混濁肥厚変形著明。爪を切り外用液。両足趾落屑、乾燥。→クリーム。①テルビナフィン外用液1本②テルビナフィンクリーム1本処方。

＜要注目患者様情報＞

・荒木　哲雄様～8：30に酸素飽和濃度８９％～９０％のため、酸素1L→３Ｌへ増量。痰がらみ著明にて黄色粘稠痰多量に吸引し酸素飽和濃度９０％後半から１００％で経過。食事は無理せず内服薬のみ服用しむせなし。全身浮腫著明。1時から尿量１４５０g。
	
・田村　ウメ様～車椅子押しゆっくり歩行できている。不調の訴えなく穏やかに過ごされている。

・寺井　のり子様～朝方から発熱ありアンヒバ使用した事主治医に報告。経管栄養中止、点滴2本処方となる。午前T38.3℃にて2点クーリング中。痰がらみは聞かれず。14:20　T40.2℃あり悪寒なく、Drへ状態報告し採血、予測指示アンヒバ挿肛。点滴2本指示にて開始する。緑黄色粘稠痰多量に吸引。酸素飽和濃度９５％。　　　							
・差ヶ久保清文様～不穏行動なく経過。

・高橋　絹江様～朝の服薬は錠剤で拒否あり。つぶして服薬した。

・佐々木　朗様～多動あり。ベッドから落ちるなど危険行動なし。

・居ヶ内米作様～「２階に行って家族に会いたい」と話す。

・木村　礼子様～「アレアレ」と独語繰り返している。

[bookmark: _GoBack]・宮坂　喜一様～危険行動なく穏やかに過ごされる。


